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１．概要 
温湿度センサーモジュール（ＡＭ２３０１Ｂ）のＩ２Ｃ信号をＩｃｈｉｇｏＪａｍで受信およびデータ処理
を行い、７セグメントＬＥＤに表示する    

２．きっかけ、目的 
寒い冬がやってきた。エアコン暖房をつけているのだがとにかく寒い。どの程度部屋が寒いのか
知りたかったので温度計を作ることとした。    

また、体感的には足元が特に冷たいため、移動可能な温度計を作ることとする。    

３．仕様検討 
温度センサーの検討 

以下の条件でセンサーを探してみたところ、ＡＭ２３０１Ｂが候補にあがったため、このセンサー
を使うこととした。ＡＭ２３０１Ｂは湿度も検出可能であるため、製作するものは「温湿度表示
器」に変更する。 
 ＩｃｈｉｇｏＪａｍと接続可能であること 
 ３．３～５．０Ｖで動作すること 
 十分な強度があること 
 固定が可能であること 
 安いこと 

表示方式の検討 
プログラムを行う際に使っているモニタに温湿度を表示しようと思ったが、消費電力が大きい
ことと、ＩｃｈｉｇｏＪａｍと電圧が違うなど、移動可能な温度計としてマイナス面が多い。    

そのため、以前作った７セグメントＬＥＤ表示器を使用することとした。この表示器はＰＷＭ信号
により０～２０００まで表示できるため、制御が容易であることと、ＵＳＢ電源やＩｃｈｉｇｏＪａｍで
使用している５Ｖ電源で動作することも選定理由である。 

接続方法の検討 
センサーや表示器を接続するにあたり、配線が複雑になる。配線が複雑になると、接続誤りや
不具合の原因にもなりやすい。また、電源配線は分岐が多いため、ＩｃｈｉｇｏＪａｍ本体の端子で
は不足する。 
これらの問題を解決するため、周辺機器はコネクタで接続したい。そこでＩｃｈｉｇｏＪａｍのＩＮ／
ＯＵＴ端子をそれぞれ個別のコネクタにする基板を製作し、それを使うこととした。 
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４．部品選定 
温湿度センサー ＡＭ２３０１Ｂ 

販売店：秋月電子通商 

価格：６００円ｘ１個 

コンピューター ＩｃｈｉｇｏＪａｍ Ｓ 組み立て済み 

販売店：ＰＣＮ 

価格：２，４２０円ｘ１個 

７セグメント表示器 ＰＳＥＧ（自作） 

販売店：ノア工房 

価格：８８０円ｘ２個 

コネクタベースボード ＩＪＥＸ－ＢＢ（自作） 

販売店：ノア工房 

価格：１，４３０ｘ１個 

その他 ＰＡＰ－０４Ｖ－Ｓ（ＰＡコネクタハウジング） 

販売店：秋月電子通商 

価格：１０円ｘ２個 

その他 ＳＰＨＤ－００２Ｔ－Ｐ０．５（ＰＡコネクタコンタクト）１０個入り 

販売店：秋月電子通商 

価格：３０円ｘ１パック 
５．温湿度を取得する 
通信方法 

温湿度センサーとＩｃｈｉｇｏＪａｍの通信にはＩ２Ｃを使用する。センサーのデータシートを参照すると
アドレスは＃３８であることが分かる。「ｒｅａｄ－ｗｒｉｔｅ ｂｉｔ」はＩ２ＣＲ／Ｉ２ＣＷ命令により自動的
に変化するため、設定は不要である。 
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センサー初期化 

センサーを利用するにあたり、いくつか条件がある。 

電源を入れてから１００ｍｓ以上過ぎてから＃７１（状態要求）を送信して、応答が＃１８以外だっ
たら初期化命令を出さなければならない。詳細はオフィシャルサイトを参考にするよう書いてあっ
たが、見つからなかった。 

さらに１０ｍｓ経ったら＃ＡＣ（計測開始）コマンドに続いて、＃３３、＃００のデータを送信する。 

コマンドを送ってから８０ｍｓ後には計測が完了しているようだ。 

 
計測値の読み込み 

読み込み時にはコマンドは無いらしい。 

最初の８ビットにセンサー状態が入っているので、そこの７ビット目
を見ることより、正常に動作しているか確認できる。 

その後、湿度→温度→ＣＲＣの順にデータがやってくる。全体で７バ
イトになるのでＩｃｈｉｇｏＪａｍで７バイトの容量確保と、Ｉ２ＣＲ命令で
７バイトのデータ受信指定が必要になる。 

※今回はＣＲＣについての処理は行わない。 
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データビットの変換 

データシートによると温度も湿度も２０ビットデータであることが分かる。この２０ビットは以下の
数式で温度や湿度の値として返還される。 

 
ＩｃｈｉｇｏＪａｍで一度に扱えるビット数は１６ビットであり、数値で考えると－３２７６８～＋３２７６７
である。単純に考えてビット数が足りないことと、小数が扱えない問題を解決する必要がある。 

そのために２０ビットのデータを符号ビットも考慮し、１５ビットに減らして処理することとした。 

まずは、数式の変更を考えてみる。 

上記にある湿度の数式を簡単に考えると、���
���

が１
の時、湿度は最大になる。つまり���が2��であれ
ば最大であるため、１５ビットデータであれば���

���
と

すれば良い。実際の使い方としては、右図の赤枠
部分のデータ使用することにより解決する。 

ここで、「２０ビットのデータから５ビット減らしても問題ないのか？」という疑問が生じるため、２０
ビットデータと１５ビットデータを比較してみる 

２０ビット表現できる最低の湿度は、 �
���

� 100である。値としては9.54 � 10�� 

１５ビット表現できる最低の湿度は、 �
���

� 100である。値としては3.05 � 10�	 

一般的に湿度の最小値は０．１％ＲＨなので、それと比べるとはるかに小さいため、今回の利用用
途において影響ないと考える。また、以上の理由により、温度においても同様の処理を行っても問
題ないと考える。 

６．その他 
部品選定にＩｃｈｉｇｏＪａｍ Ｓを挙げているが、ファームウェアが１．４．３であれば旧製品でも構わ
ない。今回の製作にはＩｃｈｉｇｏＪａｍ Ｕを使用した。 
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